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2004 年 12 月 26 日に発生したアンダマン・ニコバル・スマトラ沖地震の CMT インバージョン（ハーバード）に
於いて，周期 300 秒以上の地震波のみが用いられMW=9.0 が得られた．広帯域地震計の代表例である STS-1/VBB で
は周期 0.1 秒から360 秒まで速度特性が一定である．周期 300 秒以上の地震波のみを用いたCMT インバージョンで
は，カーネルを構成するモードの多くは固有周期が360 秒以上になり，速度特性が一定である帯域から外れる．地
球深部構造の研究に於いても周期 360 秒以上の帯域は重要である．低次の基本モードの固有周期だけでなく，660km
不連続，コアに関する情報をもたらす高次モードの例である1S4，3S2 の固有周期も360 秒以上になる．広帯域地
震計にみられる長周期側でのfalloff のない超広帯域地震計として歪地震計の利用が考えられる．本研究では松代
（気象庁精密地震観測室）に設置されている 100m 伸縮計（山岸・他，1976）用の理論歪地震波形を計算し，観測
歪地震波形と比較した．震源の表現としてはモーメントテンソル，地球モデルとしては 1066A（Gilbert and 
Dziewonski, 1975）を用いた．西前（1999）は日本列島周辺で1990 年から 1995 年に発生した比較的規模の大きい
地震に対して，今回と同じ計算プログラムを用いて理論歪波形と観測歪波形の比較を行った．今回は 1995 年以降
に発生した地震に対して理論歪波形と観測歪波形の比較を行う． 
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